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概要：本研究では、園児の身の回りの生き物への興味の芽生えを手助けする教材づくりを目的と

し、インターネット上で活用できる「奈良教育大学附属幼稚園のデジタルむし図鑑」の作成を行っ

た。奈良教育大学附属幼稚周の園庭及びこどもの森を調査地とし、201ユ年4月から2011年11月

上旬にかけて計32回の採集を行った。採集調査の対象は昆虫類に限らず、山いもむし．’や．．でん

でんむし叫など、固児が“むし．．と呼ぶものを広く対象とした。本学付属幼稚園では、園児が登

附してから、クラスごとでの活動が始まるまでの間に、1時間程度「園児が自ら選び自由に遊ぶ

時間」がある。その時問に幼稚陸＝こ出向き、園児と共にむしの採集を行った。採灘された生物は、

採集場所を記録すると共に、生きた状態においてハイビジョンビデオカメラにより搬影し、偉ら

れた動画は画像管理ソフトウェアを使用してパソコンへ画像を取り込み・編集を行った。ハイビ

ジョンビデオカメラを使用により動画から高画質の写真を切り抜くことが可能であり、カメラで

の擬影が難しい“動きの速い’－むしの画像も得ることができた。結果として、160位を超す生物

の画像を収処した。この内、最終的に種名まで同定できたものは、カメムシ目27桂・ハチ日13杜・

バッタ日15種・トンボ目7種・カマキリ目3梯・ハエ目10種・甲虫目19種・チョウ日45線・ゴ

キブリH2梯・クモ日6種・オオムカデ目1位・オビヤスデ目1種・等脚Hl種・－日脚目1種・柄

眼目3位・無尾目2梯・有鱗目1種の計157位である。また、156種の内、昆虫類以外の“むし叫は、

クモ日・オオムカデ日・オビヤスデ目・等脚目・十脚目・柄眼目・無尾目・有鱗臼の16種であった。

全32回の拝亜回数中、内園児の自由時間に幼稚園に出向き、園児と共にむしの採葉を行った回

数は23回であったが、実際に園児が見つけてきてくれる“むし’’は、ダンゴムシやバッタの仲間

など見つけやすく、捕まえやすい種に偏っていたので、阿児が繍捉可能な軽は今回の研究でほぼ

押さえる事ができたと考えられる。一方、独自の採葉で集めた大多数の種は昆虫に偏った結華と

なった。園庭で園児が採亜可能な普通種以外にも、多くの昆虫を記載出来た結果ではあるが、固
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児にとっての“むし－．が反映されたとは言い難く、今後引き続きデータの蓄鵜が必要と考えられる。

本研究で作成したデジタルむし図鑑は、実際に幼稚間での調査を行ったことにより、まさに

その現場で観察される‘‘むし’’の凶鑑を作成することができたことが大きな特徴である。ホー

ムページに関しては、2012年4月25日に運用を開始した（http：／／biol－Zukan－3．nara－edu．acjp／

homepageTORhtml）。同定の完了した156稗の個々の生物のページは、各検索ページとリンクを

形成し、多彩な検索が可能となっている。この教材の活用にあたっては、無線LANルーターや

iPadを併用したインターネット接続により、保育者と阿児たちが採典現場でインターネット図

鑑を使用できる環境が必要とされる。また、園児たちにも園庭やこどもの森での自然観寮や遊び

のなかで、自らむしを探したり、見つけたむしを調べたりできるよう、園児向けの小冊子を作成

し、2012年5月16日に園児への配布も行われた。尚、これらは、本学理数教育研究センターの

支援のもとに行われた。

はじめに

幼稚固教育要屈＝2008）の領域「環境」の中には、保育の「ねらい」として「身近な環境に親しみ、

自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ」が挙げられており、その「内容」としては「自

然に触れて生活し、その大きさ、美しさ、不思議さなどに気付く」と示されている。また、自然

の中での体験は、「科学的な見方や考え方の芽生えを培う上での基礎となる」と捉えられている。

しかしながら、自然の中の体験から、いきなり科学的な見方や考え方は生まれて来るものであろ

うか。そこには論理の飛躍がある様に感じられる。自分の身の回りの自然に触れる経験の後に生

じる“同じである’．あるいは．．違いがある’’といった園児による識別は、可能な場合とそうでない

場合がある。これを克服するには、ある程度の知識あるいは思考の方向付けを得る必要性がある。

基礎的で科学的な見識の芽生えとは、したがって、ある程度の知識徒禅の後に得られるものでは

なかろうか。

本研究では、園児の身近に存在する生き物として．．むし．’に焦点をあてるが、園児がそう呼ぶ

．‘むし’’とは、なんであろうか。それは、大人が考える昆虫類だけを意味するものではない。“い

もむLMであり、山でんでんむし’’であり、時には“だんごむし’’でもある（別役，1981）。つまり、

－．むし竹は園児の身のまわりにいる最も身近な生き物と言っても過言ではない。仮に昆虫類だけ

を例にとっても、金動物の種類の4分の3を占め、現在約95万種以Lの昆虫が記載されている

ほどであi日田仲・鈴木，1999）、年間約7，榊0にのぼる新種が記載される。未知社数に至っては

1倍を超えるとの推定もある（宮崎，2（泊8）。“むし“は、我々が自覚している以上に身の回りに多

く存在しており、私達が見落としがちな小さなものの影や、隙間を利用して生活しているのであ

る。こどもたちが、これらの生物の行動や性質を知識として得ることができれば、今迄とは全く

別の風景がこどもたちの目の前に現れるであろう。上述の幼稚園教育要領に掲げられた保育のも

う一つの「ねらい」に「身近な環境に自分からかかわり、発見を楽しんだり、考えたりし、それ

を生活に取り入れようとする」があるが、“むし’’の教材化はそれを達成する可能性を秘めた興味

深い題材であると考える。

本研究では、阿児たちが“むし”とよぷ生き物に焦点をあて、自然との関わりのlトで、そうし

た興味の芽生えを手助けするための教材作りを目的とし、奈良教育大学附属幼稚園に生息する“む

し’’の採集を行い、インターネット上で活用できる「奈良教育大学附属幼稚園のデジタルむし図

鑑」の作成を行った。この凶鑑は、教育機爛において最初の教育を行う幼稚園指導者のサポート

に主眼を置いているが、一方では、近隣の教育現場で出現する様々な生物用に関する解説の提供

や、地域の住民から寄せられる生物に対する疑間に対しての情報提供といった多岐にわたる活用

にも耐えられるものである。既存の昆虫図鑑の多くは、和名検索がそのほとんどを占めるため、
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利用の際にはある程度の和名の知識が必要となるが、保育者の多くは女性であり、むしが苦手な

人の調合が男性よりに比べて高いとされている（山下・首胤2㈱射。保育者あるいは固児たちは、

初めて見るむしを調べる際には、おそらく手許の生き物と図鑑の写真あるいは絵との「絵合わせ」

という方法しかとれないと推測される。そこで、本研究では、ハイビジョンビデオカメラを使用

による高画質で原色の生きたままの状態のむしの動画または写真を掲載し、「名前」、「何の仲間

であるのか」、「色」、「季節」といった多彩な検索が可能な繰合わせが容易で、利用しやすい図鑑

の作成を目指した。

調査地と方法

調査地：本研究では、本学附属幼確固の薗庭

およびこどもの森を調査地（図1）とし、そこに

棲息するむしの採娘を行った。匝11Aには、奈

良教育大学キャンパスの地図を示しているが、

地図上の四角で囲んだ場所が本学附属幼稚園で

ある。同1Bには、本学附属幼稚園の航空写真

を示している。同lB写共下方の木が生い茂る

ように見える場所がこどもの森である。同1C

には、こどもの森の実際の様子を示している。

採集調査：本研究で作成するデジタルむし図

鑑は、幼祉阿指導者のサポートに主眼をおいて

いるため、実際の幼堆園での活動に役立つもの

でなければならない。したがって、本研究では、

一般的な昆虫類に限らず、．‘いもむし”や“でん
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図1．奈良教育大学附属幼稚園の園庭およびこどもの
轟．　A．奈良教育大学キャンバス地図；B．奈
良教育大学附属幼稚歯の航空写真；C．奈良教育
大学附属幼稚園のこどもの森．

でんむし’’など、園児が総じて“むし‘’と呼ぶものまで対象を広げ、拝葉調査は実際に阿児が活

動を行っている時l勘こ、阿児と共に行うものとした。本学附属幼稚園では、園児が登園してから、

クラスごとでの活劫が始まるまでの閥に、1時間程度「園児が自ら選び自由に遊ぶ時間」がある。

その時l剛こ幼稚除目二出向き、阿児と共にむしの採集を行った。採亜されたむしは、抹典場所を記

録すると共に、生きた状態においてハイビジョンビデオカメラ（HDR・CX170ノXR150，SONY）に

より搬影した。服紗こより得られた動画は画像管理ソフトウェアPMB（PictureMotionBrowser，

SONY）を使用し、パソコンへの画像取り込み・露盤を行った。また、夏期休周期間中も独自に

拝葉調査を継続し、できるかぎり多くの生物を記載することに努めた。採集調査期間は、2011

年4月から2011年11月上旬までとし、計32回の採集を行った。

種の同定：同定は、採集調査を行った後口、採尭されたむしの標本もしくは画像をもとに、既

存の図鑑資料（八木沼，1986；八巻．2002；岡田．2004a．b；八巻．2005；志村，2Ⅸ）5；市川．2006；森本，

2007；矢Ll1，2α）7；平鴫・森本，2008；村井・伊藤，2011；養老，2011）と照らし合わせて行った。椎

名まで明らかにできない判別の雉しいものに間しては、属レベルでは確実なものとした。

ホームページ作成：ホームページの作成には、W曲オpサリングツール（GoLiveCS2，Adobe

SystemsIncorporated）を酎召した。個々のむしのべ，ジの作成とともに、「名前」「色」「大きさ」

「場所」「何の仲間」「季節」「写基」からの検索ページを作成し、それぞれのページのリンクを張っ

た。個々のむしのページは、上述の既存の図鑑資料を参考にし、解説を掲載した。

結果と考察

採集調査：採集調査・画像の収典の結果、160種を超す“むし．－の画像を収鍛することができた。
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その中で、滋終的に種名まで同定できたものは、カメムシ目27種・ハチl≡713輯・バッタH15種・

トンボEI7梯・カマキリ目3位・ハエ日10棟・甲虫目19椎・チョウ目45棟・ゴキブリ日2種・

クモ1-16棟・オオムカデ日1梯・オビヤスデL]1種・等脚[11梯・十脚目1位・柄眼目3種・無

尾Li2稚・有鱗日1線の計157位である。各種の和名および学名の])ストを以下に示した。

カメムシ日(節足動物Pl昆虫網)

1　7かトシガメ　Cydnocoris nissatus

2　　7カシマサシガメ　flaematoloecha nigrontfa

3　　ウズラカメムシ　Aeliafieberi

-t　　オオモンシロナガカメムシ　Metochus abhreviatus

5　　キパラヘリカメムシ　Plinachtus bicoloripes

6　　ケサギカメムシIlalyomo坤ha halys

I　クモヘリカメムシ　L坤tocorisa clJinensis

8　　シラホシカメムシ　Eysarcoris vimtraits

9　　ナヤバネアオカメムシ　Plautiastaii

lO　ハネナガマキパサシガメ　Nabisstenaferus

ll　ヒゲナJfカメムシ　Fachyg.脚ithaantennata

42　エンマコオロギ　Teleogrydusemma

こ13　オ十がササキり　Cono岬halusgladiatus

・I4　オンプバッタ　Atractomoゆhalain

45　キアシヒバリモドキ　Trigoniiiiumjapomcutn

46　クビキリギスEuconocephalus thunbergi

-17　コバネイナゴOxy〟yezo糾SIS

48　シバスズpteronemobius mikado

49　シヨrUJヨr?バッタAcridacinerea

50　タンポコオロギVelarifictorttsparvus

51　ツチイナゴPatangajaponka

52　バネナガヒシバッタEuparatettix insularis

53　ハラビシバッタTetrixjaponica

51　ホシササキリConoc坤halus maculatus

12　ホシハラビロヘリカメムシHomoeocerusu〃如Jxctatus　55　マダラスズpt仰nemobius nigrofasciatus

13　ホソハリカメムシ　Cletu∫帥nctiger

lLl　ホソヘリカメムシ　Riptortusclavati4$

15　マ1レカメムシ　ーMegacopta♪unctatissima

16　ミツポシツナカメムシ　AdomentstrigulliJLug

17　モンシロナガカメムシ　Panaorttsalbomaculatus

l8　ヨコヅナサシガメ　Agrio坤hodnts血jm7

19　アプラゼミ　Graptopsaltria nigrofuscata

20　'/マーtfミ　Cryptoty桝♪anafaciahs

21　ツクツクボウシ　Meimunaopalifera

22　ニイニイゼミ　Platypleurakaem帥n.

23　7ミガサハゴロモ　Pochaziaalbom〝culata

211　オオヨコパイ　Cicadella viridts

25　ナミアメンボGerrispaludum

26　　ヒラタダンパイr?ンカ　Ossoideslineatus

27　ムネアカアrJフキHindoloides b紗unctatus

トンボ白　く節足動物Fl昆虫綱)

56　アオイトトンボLestes坤onsa

57　アキアカネSy乃ゆetntmfrequ川S

58　オオシオカラトンボOrthetrttm triangulare melania

59　オニヤンマAnotogaslersieboklii

60　シオカラトンボOrtheirum 〟Ibislyium spt'ctosum

61　ナツアカネSy叫etrum danlnmamim

62　ノシメトンボSynゆelru榊infuscatum

カマキリ目(節足動物門昆虫網)

63　才オカマキリTenodera ari<(Jifolia

6I　コカマキリSlatilia macuiata

65　ハラビロカマキリ〃iennhdapatellifera

ハチ目(節足動物Pl昆虫綱)
ハエ冒(節足動物Fl昆虫網)

28　オオバキりバチ　Megachilesculpturalis

29　すす7タオピドロI叶Jnltrhynchiunt伽、'omarginaium micado　66　7シナガキンバエDolichopus m'tidus

30　クマバチXylocopa (坤♪emliculata

31　コガタスズメパナl/e坤aanalisinsularis

32　ジガパテモドキ　Trypoxylon peliololum

33　セイヨウミツパナApismcllifera

311　セグロ7シナがパテ　Polistesjadwigal,

35　チュYLJレンジパナノlTgt*pagana

36　トゲムネアTJバナ　Squamillolillaardesc川S

37　　ミカドトソクリパチ　Eum川esmicado

38　ルリチュウレンジArgesimilis

39　アミメアリ　Pristomyr桝expungens

・10　クロオオアリ　Camponotusjaponicus

バッタ日(節足動物Fl昆虫綱)

II　　スグモスズ　Usugumonagenji

67　ウシアブTabanus(rigonus

68　キイロホソガガンボNephroto批=trgata

69　シナヤアプPromachusyesonicu∫

70　シマアシプトハナア~fMesembriusflavicゆS

71　シロズヒメムシヒキPhilonicusalbkeps

72　センチニク/ttェβoettcnenscaperegnna

73　ヒトスジシマカAedesalbopictus

T・1　ホソヒラタアブEpisy坤hus balteatus

75　マ^/ラホソアシナガハエCondylostylns nebuhsus

甲虫目(節足動物Fl昆虫網)

76　ナナホシテントウCoccimllasゆrempttnctata

77　ナミテントウCoccinellasゆIent♪unctata

78　ニ-jユウヤホシテント巾坤ilachno vigi〟ttoct坤unctata
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79　ヒメカメノコテントウP叫yleajaponica

80　ム-アシロホシテント・V Calvinmuiri

81　7オドゥガネAnomala albo♪ilosa

82　オオセンチコガネGeotmpcsauratuざ

83　コアオハナムブリOxyceloniajucunda

81　コカ1トムシEophileurttschinensis

S5　シロテンハナムダリProta`iia orienlalis submarumorea

鵬　ナミハナムダリEucekmiapilife和

87　マメコガネ　Popilliajaponica

88　ムネアカセンチコガネBolbocerosom〟 Jligroplagiatum

89　コクワガタMacrodorcas rectus

即　チビクワガタ　Figulusbinodulus

91　ゴマダラカミキリ　Anoplophoramalasiaca

g2　ウリハムシ　Aulacopho柑femomUs

93　ヨモギハムシ　CJlり'solina aurichalcea

別　オオヒラタシテムシ　Eusilphajaponica

チョウ日(節足動物Fl昆虫綱)

95　7'オスジアゲハ　Graphiumsa坤edon nipponum

96　7カタテハ　Vanessaindica

97　イチモンジセセリ　Parnaragutlata

98　　ラギンシジミ　Curetis acuta♪ararula

99　キタキチョ・V Eii押ma manf血nna mandarina

l帥　キマダラセセリ　Potanthusflavus

101クロコノマチョウ　Melamttsphedima oitensts

l02　コムラサキ　Apatura桝etis substtiuta

lO3　ツ′りシジミ　Everes argiades hellotia

lD4　ソマグロヒョウモン　Argyreush妙erbtus

105　ナミアゲハ　Papilioxuthns

106　ヒカゲチョウLethestcelis

107　ヒメrI)ラナミジャノメ1卸ht'桝aargus

lOS　ヒメシャノメ　Mycalesisgotamafulginia

l09　ペニシジミ　Lycaenaphlaeas dai榊1.0

110　ホシミスジNeptisfiryeripryen

lll　ムラjTキシジミ　Naraihurajaponicu

I12　モンキチョウ　Colias erate♪oliographits

113　モンシロチョウ　PierisI坤aecrucwora

lM　ヤマキマダラヒカゲNeop…iphonica niphonica

115　ヤマトシジミ　Zizeeriamaha

116　ウスキケロテンヒメシヤク　Scapulaignobihs

l17　^スチヤヤガXestiadilatata

llA　ウメユダシヤク　Cystidiacouaggaria

119　->ンモンスズメ　Callamb〟lyx tatarinoviigabyae

l20　オオウンモンタナパ　Modstin血ta

121カノコがAmatafortunei

122　キオビペニヒメシヤクIdaeaimpexa

l23　キパラケンモン　Trichos紺champa

124　クス7'寸シヤク　Thalassodes subqttadraria

125　タロクモヤガ　Hermonassa cE'cilia

126　タロモンキノメイガ　Udeatestae紺

127　コスカシバ　Synanlhedon hector

128　シモプリスズメ　Psihf!柑mmamerel〟

129　シロモンノメイガBacchorisinsp耶alts

130　ナカrlスエダシヤク　ノIla'sangulifera

131ナンキンキノカワガGadirtha uniformis

132　ハミスジユダシヤクHypomecis roboraria di.坤tirens

133　ヒメヤママユCaligulajo/msiijonasii

134　ヒロオピトンポエダシヤク　Cystidia tntncangulata

l35　ホソオビアシ7'トクチパ　Farallelia arctotaenia

l36　マイマイガLymantria disparjoponica

l37　マエアカスカシノメイガPalpitanigropunctalis

l38　マツカレハDend.和/t'耶ts spi'Ctabilis

l39　モンクロシャチホコ　Phaleroflavescens

ゴキブリ目(節足動物Pl昆虫網)

110クロゴキブリ　Peripianetafuliginosa

141モりチヤパネゴキブ'J Blaltellanipponica

クモ目(節足動物Flクモ網)

1・12　コハナグモ　Dioeasubdola

113　ササグモ　Oxyopes sertatus

I-日　ジョロウJ/モ　Nephil〝clavata

145　チュウガタシロカネグモ　LeucQiigeblaii血

M6　ナガコガネグモArgiopP bruennkhi

l・17　ヤミイロカニグモXysticuscroceus

オオムカデ目(節足動物Plムカデ絹)

1個トビズムカデScolopemかa sub坤wipes mutilans

オピヤスデ目(節足動物門ヤスデ綱)

日9　マタラギヤスデ　Niponianodulosa

等脚目(節足動物Fl甲殻絹)

150　オカダンゴムシArmadillidm桝vulgare

十脚日(節足動物門甲殻綱)

151アメリカザリガニ　Proca〟ibarus clarkii

柄眼目(軟体動物Fl腹足絹)

152　オオケマイマイ　Aegislavulgivaga

ユ53　クチペニマイマイ　Euh〟draamaliae

l51ナメタジ　Meghimatium bilineatum

無尾目(脊索動物Pl両生網)

155　ニホンアマがエルHylajaponica

156　ヌマガエルFejervarya limnacharis

有鰯日(脊索動物FI J帽虫網)

157　ニホンカナヘビ　Takydromus lachydromoides
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本研究では一般的な昆虫類ではなく、園児が‘‘むし一’と呼ぶものを広く対象とし調査を行って

きた。しかし、本研究の採集調査によって採葉され種名までの同定が可能であった157種の内、

昆虫類以外の‘‘むし－’は、クモFI6梯つクモ類トオオムカデ目1稚くムカデ湖上オビヤスデH1

撞くヤスデ類巨等脚目1軽く甲殻類巨十脚目1種（甲殻類巨柄眼目3種（腹足類）・無尾目（両

生類「2種・有鱗目（爬虫類）1稗の16畦と少ないものであった。採集回数は全32回であり、そ

のうち阿児の自由時間に幼稚園に出向き、園児と共にむしの採盤を行った回数は23回である。

閲鬼と共に採集活動を行う中で、阿児が見つけてきてくれる“むし”は、ダンゴムシやバッタの

仲間など見つけやすく、捕まえやすい輔に偏っていた。したがって、園児が捕捉可能な種は今回

の研究でほぼ押さえる事ができたと考えられる。一方、独自の採塊で葉めた大多数の稗は昆虫に

偏った結果となった。この為、岡庭で園児が採葉可能な普通種以外にも、多くの昆虫を記載出来

た結果ではあるが、園児にとっての．‘むし’．が反映されたとは言い難い状況となった。また、採

脆調査に参加してくれる阿児は、むしが好きな男の子が多く、毎回決まった子が参加する傾向に

あり、今回抹射こ参加しなかった阿児が何を“むし”として捉えているか把握しきれていない状

況にある。そのため、今後、引き続きデータの蓄積が必要と考えられる。

20糾年4月から2腑年12月までに行われた、奈良教育大学キャンパスに生息する昆虫データ

ベースの構築における採集調査では、データベース化できた棟数は95柾（高見他，2（泊5）であった。

今回の採集調査では、157棟のむしの画像を収葉することができ、数十種ではあるが20掴年度の

調査を上回った。また、2帥4年度の調査と今回の調査で、重複する種は、極致にして56稗であ

り、キャンパス内で新たに記載されたものとしては、100位になる。今回の調査で、以前より拉

致が増えた要田としては、搬影方法の違いが挙げられる。以前の調査・今回の調査ともに、撮影

を行うのは生きた状態のむしであるということは共通している。生きた状態のむしを撮影する場

合、ヒトが近付くと逃げてしまったり、同じ場所に長時間とまったりすることが少ないため、撮

影が非常に難しくなる。以前の調査では、デジタルカメラで撮影を行っていたため、チョウやト

ンボなど飛翔能力に優れる種の撮影は非常に固嫌であったが、ハイビジョンビデオカメラの利用

により、動画から写真を切り抜くことが可能となり、カメラでの撮影が難しく動きの速いむしの

画像も得ることができた。飛翔力に優れたチョウ日の棟数を比べても20倒年の調査が11種であっ

たのに対し、今回の調査では、45種と増加している。ハイビジョンビデオカメラの使用は、有

劫であったと判断された。

本研究では、採巣が可能であった柾は、その標

本を同定の試料に使用したが、採集出来なかった

種は、得られたデジタル画像から識別出来る形態

を基準に同定を行った。したがって、細部の構造

でl司走を行う種の同定は、不確実なものとなって

しまい、属名までの同定となっている。これらに

ついては、標本を得た上での詳細な組祭が望まれ

た。

デジタルむし図雀：本研究で作成されたデジタ

ルむし図鑑は、ホームページ（HP）として作成し、

2012年4月25日に公開・運用を開始した（http：／／

bioトzukan－3．nara－edu．acjp／homepageTORhtml）。

本学の理数教育研究センター内に設置されたサー

バー内に作成した図鑑を配一置し、本学HPトップ

ページの「教材・図鑑」（http：／／wwwlnara・edu．
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ac．jp／2Lkyouzai＿Zukan．htm）に設けた新たな項

目「奈良教育大学附属幼稚同デジタルむしずか

ん」とリンクを張っている。この凶鑑は、名前

や仲間といったある程度の知識が必要な検索方

法に加え、色や季節、大きさ、すみか、写基といっ

た多彩な検索方法を加えることで、むしに関す

る知識があまりない女性保育者や園児でも簡単

に使用できることを考慮して作成した。同定し

た全ての種のページは、トップページおよびそ

れぞれの検索ページとの間でリンクを形成して

いる。各ページの一例を以下に示す。

トップページの様子を図2に示した。トップ

ページでは「なまえ」「いろ」「きせつ」「なかま」

「おおきき」「すみか」「しゃしん」の7つの検索

方法を設けており、クリックするとそれぞれの

検索ページに移ることができる。このデジタル

むし図鑑では、保育者だけでなく、園児や近隣

の小学校に適う児童の使用も想定し、使用した

すべての漢字にふりがなをつけた。また、検索

ページのつながりをより分かりやすくするため、

それぞれのページのテーマカラー・キャラクター

を決めた。例えば、「いろからさがす」ページで

はテーマカラーはオレンジで、同じキャラクター

を使用している（図3）。そうすることで、視覚

的にチビもたちにも判り易い株心掛けた。

図3には、検索ページの例として、「いろから

さがすページ」を示した。「いろからさがすペー

ジ」から探すページでは、見つけたむしの色の

特徴から、調べることができる。色は、「あか

このぺ一℃では，tJいn‥イからしもぺもこと1㌢HH目し

JAOも1ていもむいl七㍍いちと・告†
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図3．「奈良教育大学附属幼稚園デジタルむしずかん」

検索ページの一例．

闘摘F車．料

苛鳩麦逓増鰹
幡魂が夢「

‘′′遠監魂／l

牽確珍事卓扁－！ふ′・
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図4．「奈良教育大学附属幼稚園デジタルむし
ずかん」検索ページ中にある色のページ
の一例．

いろ」「ちゃいろ」「あお・むらさき」「みどり」

「オレンジ・きいろ」「くろ・はいいろ」「しろ・うすいいろ」の7色とした。色の認識に関して

は、むしのどの色を主に認識するかが、人によって異なることを考慮して、例えば、黒地に青い

模様のむしは「あお」「くろ」の両ページに掲載するようにし、様々な色の感じ方に対応できるよ

うにしている。個々のページでは、それぞれの色をクリックすると、各いろのページに移ること

ができる。例えば、色から探すページ上で、「オレンジ・きいろ」をクリックすると、図4に示

すページにとぷことができる。先ほど述べたように、色の認識のしかたには人によって違いがあ

るので、全体的に「オレンジ・きいろ」でなくても、一部の模様が「オレンジ・きいろ」であるむ

しや、「オレンジ・きいろ」と認識する人がいるであろうと予測されるむしは、このページに掲

載している。

図5に個々のむしのページの例を示した。個々の虫のページでは、稗名までの同定が可能であっ

た157柾について全で作成した。個々のむしのページへは名検索ページに掲赦したむしの写真を

クリックすることで移動できる。むしのページでは、「なまえ」、「いろ」、「きせつ」、「なかま」、「お

おきき」、「すみか」という基本的な情報から、そのむしに関する少し詳しい解説まで掲載している。
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図5．「奈良教育大学附属幼稚園デジタルむしずかん」
の各むしページの例．ここでは、オオセンチコ
がネは）とホシミスジ（右）の例を示している．

本学理科教育講座生物学教室では、これまで大学キャンパス内に棲息する生物相に関する詳細

な調査を実施し、調査結果を基に各種のデジタル閥鑑寸植物、酎窮、昆虫・土壌生物、プランクトン）

を作成してきた。これらの図鑑は、広く一般の活用を目的としてHP上で公開している（本学

HPトップペpジの「教材・凶鑑」を参照．http：／／wv胱nara－Cdu．ac．jp／2しkyouzaLzukan．htm）。

中でもプランクトンの図鑑（http：／／bioトzukan．nara－edu．acjpnbp．htmJ）は、2009年6月1［I

の「日本教育新開」一面を飾ったが、掲載後のアクセスカウンターの設掛こより、わずか2年間

で約10，000件のアクセスを記録している。岡鑑に付随して設罷されている掲示擬l（http：／／8811．

teacup．com／maxinuhzukan／bbs）では、一般から寄せられる様々な質問に払拭的な対応を行って

おり、掲示板による過去5年間の相談件数は65件程である。また、教育現場からの研究相談へ

の対応も行っており、図鑑を適しての地域貢献の一例としては、他教育機関への材料提供や出前

授業が挙げられる。これまでに、奈良女子大付属学校、若草中学、聖心学陸川I等教育学校、奈良

女子大学等、神戸大学等に対するプランクトンの材料提供が、近隣の飛鳥小学校では昆虫に関す

る講義および材料提供が実施された。本研究により完成・公開される「奈良教育大学附属幼稚園

デジタルむしずかん」は、これまでのデジタル図鑑と同様な運営・管理を計画している。したがっ

て、本学付属幼稚園の岡庭およびこどもの森と言った限られた場所に棲息する生物に関する図鑑

であるものの、その利用価値は非常に拭く、教育現場で出現する様々な生物相の解説の提供をは

じめ、教育現場への教材の提供、地域の住民から生じる生物に対する疑問に対しての情報提供等、

多岐にわたる活用が考えられる。

教材としての検討：本研究では、園児たちが“むし’－とよぶ生き物に焦点をあて、身の回りの

生き物への興味の芽生えを手助けする教材づくりを目的としてきた。本研究で作成したデジタル
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むし同鑑は、実際に幼舵園での調査を行ったこ

とにより、まさにその現場で観察される“むし”

の図鑑を作成することができた事が大きな特徴

である。保育者と園児が実際に、園庭やこども

の森に出て、むし探りや自然観寮を行う際に、

この教材を活用するためには、無線LANルー

ターやiPadを併用したインターネット接続によ

り、採葉したその場でインターネット同鑑を使

用できる環境が必要とされる。また、園児たち

が、園庭やこどもの森での自然観察や遊びのな

かで自らむしを探したり、見つけたむしを調べ

たりできるよう、園児向けの小肝子の作成を行

l．ヽ　　　　く■

■■サーllrつ

い．・41■た■lt■仁■《帥▲l●tこ■こ■■t■
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図6．作成した小冊子「奈良教育大学附属幼稚函デジ
タルむしずかん」．表紙（左）と個々のページの
一例（右）を示している．

い、奈良教育大学附属幼稚園に設置する必要が

ある。これらは、本学理数教育研究センターの支接のもとすでに設置を完了している。完成した

小伸子の表紙と、その内容の一例を図6に示した。

今後の課題としては、“むし’’の活動が活発になる春から宴を待って、実際に現場で使用する

ことにより、その効果を評価する事が挙げられる。来年度には、本学附属幼稚固においてこの教

材を利用した研究授業の実施が望まれる。本研究で作成したむし図鑑により、身の回りには様々

な種類の生き物がおり、それぞれが大きく違っていたり、少し違っていたりすることを学び、園

児たちに身の回りの生き物への興味を芽生えさせる手だてとなることを期待している。
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